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【地域の「魅力＝ユニーク」を「超ユニーク」へ！】 
学生と地域が共創する『出張荒町』を7月7日初開催 
〜商店街・住民・大学・企業がフラットに交わり、100年先のまちをつくる〜 
 
東北学院大学、荒町商店街、地域住民、そして地元企業の株式会社ユーメディアが協働する「

TAUラウンドテーブル」は、100年先を見据えた持続可能な地域共創プロジェクト「荒町のミライチ
ズを描こうプロジェクト」の一環として、2026年7月7日（火）に東北学院大学 五橋キャンパスに
て、情報発信フェス「出張荒町」を試験開催いたします。 
本事業は、荒町という地域がもともと持っている「ユニークな魅力（荒町らしさ）」を、学生と地域が

一緒になって磨き上げ、「超ユニーク」な形へと進化させるために企画しました。 
 

■「出張荒町」 開催概要　※チラシ別添 

●​ 日時： 2026年7月7日（火）11:00～14:00 
●​ 会場： 東北学院大学 五橋キャンパス 内（未来の扉センター） 
●​ 主催： TAUラウンドテーブル 
●​ 内容： 

○​ 荒町地域の個性豊かな商店主や地域活動を行う方々が大学へ出張。 
○​ 学生と商店主がフラットな関係で共同し、店舗・商品の紹介、地域活動の紹介

ブースを運営。 
○​ 店主が出張できない場合も、共に企画を練り上げた学生たちが、そのユニークな

魅力を熱量を持ってお伝えします。 
○​ 「あら、まちの店主紹介展」も同時開催 

荒町商店街で働くユニークな店主さんを紹介する展覧会 
 

■ 「出張荒町」開催の背景 
江戸時代から「麹のまち」として発展してきた荒町には、誇りと伝統、そして熱量を持つ個性豊か

な（ユニークな）商店主たちが軒を連ねています。一方で、2023年の五橋キャンパス開学に伴
い、この地域は20代の若者が人口の多くを占めるようになりました。 
開かれた地域ではあるものの、大学生からは「知らないから入りにくい」という声や閉鎖的なイ

メージを持たれてしまっている現状がある一方で、学生の「でも本当は行きつけの店や顔見知り

の関係が欲しい」という本音（潜在ニーズ）もありました。 
私たちは、このギャップを単なる「課題」と捉えるのではなく、「お互いの本音をベースに、もともと

ある荒町の魅力を爆発させ、掛け合わせるチャンス」だと考えました。学生たちが地域のユニー

クポイントを発見し、それを「超ユニーク」な企画へと昇華させることで、全く新しいアイデアと交流

を生み出します。 

 
■ 「出張荒町」のポイント 
① 商店街・住民・大学・企業が「一緒につくる」共創体制 



本プロジェクトは、誰かが誰かに与えるものではなく、多様な主体が平等な立場で連携する「自走

型」の体制で進んでいます。まちづくり企業「株式会社ユーメディア」がコミュニケーションデザイン

のノウハウで支援し、学生と地域・商店街がアイデアを出し合いながら、100年先のまちづくりを
共に実践しています。 
② 常識を壊し「超ユニーク」を生み出す学生たちの挑戦 
TAUラウンドテーブルでは、これまでにも学生向け荒町マップ「あらメシ」や「荒町パチパチオンド」
など、新しい地域文化を創出してきました。現在は「いまあるユニークを広げる」「まだない超ユ

ニークをつくる」の2チーム計37名の学生が活動中です。 
③ 集客ではなく「交わり」を目的とした試験開催 
今回は2026年度に計3回予定している計画の「第1回・モデルケース」として、外部からの大量集
客は行いません。大学という多属性が集まる場を活用し、店主や地域活動の魅力を学生と共に

お伝えすることで、これまでの「知らなかった」「入りにくかった」という思い込みを壊し、心地よい

関係性を築くための実証を行います。 
 

 
東北学院大学 未来の扉センターでの打合せの様子 
　 

■ 今後の展望 
今回のイベントを通じて、荒町のストーリーに触れ、共に街を楽しむ「ファン（関係人口）」を創出し

ます。平時からフラットな立場で交わり、お互いのユニークさを掛け合わせることで、日常の楽し

さを拡張するだけでなく、有事の際にも助け合える「まちのレジリエンス（防災力・支え合い機能）」

を高めるコミュニティの好循環を形成していきます。 
 

【メディア関係者様へ：取材のご案内】 
本イベントは、イベント自体の動員数ではなく、「地域の魅力を学生のアイデアで掛け合わせ、新

しい交わりを生み出すプロセスの検証」に主眼を置いています。当日は、本企画を立ち上げた学

生、荒町商店街のユニークな店主、伴走するユーメディア社員へのインタビューが可能です。ぜ

ひ取材・ご紹介いただけますようお願い申し上げます。 
 
【本件に関するお問い合わせ・取材のお申し込み】 

●​ 団体名： TAUラウンドテーブル 事務局 
　　　　　（担当：ユーメディア阿部・荒町商店街振興組合 庄子） 

●​ 連絡先（TEL）： 080-8605-9522（阿部）・090-1493-3802（庄子） 
●​ メールアドレス： c-abe@u-media.jp （阿部） 
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